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公衆衛生若手医師・医学生サマーセミナー　PHSS2019　事前アンケート
　このたびは、本セミナーにお申込みいただき、ありがとうございます。今後の公衆衛生医師募集活動や事業報
告書の参考とさせていただきますので、以下のアンケートへのご協力をお願い致します。
Q1　属性について教えてください。

1. 性別
2. 年齢

Q2　本セミナーを知ったきっかけを教えて教えてください（複数回答可）。
（ ）（ ）

）

（（

（ （
（ ）

（ ）

）

） ）
（ （ ） ）

以上で事前アンケートは終了です。御協力ありがとうございました。

Q3　公衆衛生医師に関する興味の程度について教えてください。

Q5　公衆衛生医師についてどのようなことを知りたいですか（複数回答可）。

Q4　公衆衛生医師の募集やキャリアに関する情報をどのように得ていますか（複数回答可）。

（ ）

Q6　公衆衛生に興味を持ったきっかけを教えてください（自由記載）。

Q7　本セミナーに関するご要望やご意見、会場で聞きたいこと等があれば自由にご記載ください。

⼥性 男性

10代 20代 30代 40代 50代 60歳以上

ホームページ

雑誌

メーリングリスト

職場内で回付された全国保健所⻑会からの通知⽂書

ポスター・チラシ

知⼈

その他

全国保健所⻑会 その他

公衆衛⽣情報 その他

⼤学・職場で （⼤学）病院で レジナビで その他

⾏政関係者 ⼤学等教職員 病院関係者 その他

非常に強い 強い 普通 弱い 非常に弱い

⾏政に⼊ったきっかけ 業務の内容・やりがい 医師としてのキャリアパス

専門医制度への取組 ワーク・ライフ・バランス 給与や休暇などの福利厚⽣

⼤学の講義 保健所等での実習・研修 現場の公衆衛⽣医師から

業務を紹介するパンフレット インターネット 友⼈や知⼈の⼝コミ

その他 特に得ていない
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201９/８/2４ – 8/2５ 

公衆衛生 若手医師・医学生サマーセミナー PHSS201９ 
受講後アンケート 

 
 

来年度以降、より良いサマーセミナーとするためアンケートへのご協力をお願い致しま
す。以下、自由記載欄を除き、数字に○を付けて下さい。結果は事業報告書で報告させて
いただきます。 
 

Ｑ１ あなたの属性について教えてください。 
 
１．公衆衛生医師 
２．臨床医師（研修医，大学院生を含む） ３．医学生 ４．その他（          ） 
 

Ｑ２ 各セッションの満足度を教えて下さい。 
 
                                 非常に高い  高い     ふつう    低い    非常に低い 

� 初日 講義1  
「保健所医師として勤務する魅力」 
 

    

                       ５        ４        ３         ２    １ 
� 初日 ケーススタディ 

感染症事例 
 

    

                                   ５        ４        ３         ２    １ 
� 初日 講義2 

公衆衛生分野の人材育成 
 

    

５        ４        ３         ２    １ 
� 初日 ディスカッション 

地域医療・救急医療について 
 

    

５        ４        ３         ２    １ 
� 初日 講義３ 

社会医学系専門医と公衆衛生医師の
キャリアパス 

    

５        ４        ３         ２    １ 
� 初日 講義４ 

専攻医からのメッセージ 
 

    

５        ４        ３         ２    １ 
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� 2日目 講義1 

厚生労働省から保健所医師への期待
～保健所医師の重要性～ 

    

５        ４        ３         ２    １ 
� 2日目 グループワーク 

保健所関連業務（受動喫煙対策） 
 

 
 

   

５        ４        ３         ２    １ 
� 2日目 講義2 

群馬県職員として世界保健機関 
（WHO）で勤務した経験 

    

５        ４        ３         ２    １ 
� 2日目 講義３ 

公衆衛生分野における女性医師の 
活躍 

    

５        ４        ３         ２    １ 
 

Ｑ３ サマーセミナー全体の満足度を教えて下さい。 
               

    非常に高い   高い    普通    低い  非常に低い 
 
 

   

              ５          ４        ３         ２     １ 
 
Ｑ４ サマーセミナーの開催時期について教えてください。 
 
  1.  早い時期が良い  2．ちょうど良い  3．遅い時期が良い 
 
Ｑ５ サマーセミナー全体のセッションの数についてどう思いますか？ 
 
  1. 多い             2．ちょうど良い  3．少ない 
 
Ｑ６ 参加型（ケーススタディ、ディスカッション、グループワーク）のセッションの数に
ついてどう思いますか？ 
 

1．多い            2．ちょうど良い     3．少ない  
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以下 Q７～Q１２は公衆衛生医師以外の方のみお答え下さい。 
公衆衛生医師の方は Q１３に進んで下さい。 

 
Ｑ７ サマーセミナー受講後に持った公衆衛生医師の仕事への興味について、教えて下さい。 
                   

非常に強い   強い 普通   弱い    非常に弱い 
 
 

   

             ５        ４        ３         ２     １ 
 
Ｑ８－１ サマーセミナー受講前・後で公衆衛生医師の仕事への興味が変わりましたか？ 
 
 1. 興味が強くなった  ２．興味が弱くなった  ３ . 変わらない 

 
Ｑ８－２ その主な理由を教えてください。（自由記載） 
 

 
 
 
 
 

 
Ｑ９ サマーセミナーを受講して、公衆衛生医師の仕事をイメージすることが出来ました
か？ 
 
         出来た       ある程度    出来なかった 

 
 

   

            ５         ４        ３         ２     １ 
 
Ｑ１０  今回のサマーセミナーは将来のキャリアの選択に役立ちましたか？ 
              

   非常に役立った      ある程度              全く役立たなかった 
 
 

   

              ５        ４        ３         ２     １ 
 
Ｑ１１  将来、公衆衛生医師として仕事をしてみたいと思いますか？ 
  
   1. 思う   2. 思わない  3. どちらでもない  
 
Ｑ１２ 以下の中で最も働いてみたいと思う職場を１つ選んで下さい。 

 
（1） 保健所、都道府県庁などの自治体  
（2） 厚生労働省  
（3） 大学（公衆衛生学講座等）、研究機関  
（4） 国際機関  
（5） その他（       ） 
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以下 Q１３～Q１５は公衆衛生医師の方のみお答え下さい。 
公衆衛生医師以外の方は Q１６へ進んで下さい。 

 
Ｑ１３ サマーセミナーの内容は公衆衛生医師として働く上で役立つものでしたか？ 
 
                  非常に役立った    ある程度              全く役立たなかった 

  
 

  

              ５         ４        ３         ２    １ 
 
Ｑ１４ サマーセミナーは公衆衛生医師を継続して行く上での悩みや孤独感の解消に役立ちました
か？ 
 
                  非常に役立った         ある程度              全く役立たなかった 

  
 

  

             ５          ４        ３         ２     １ 
 
Ｑ１５ サマーセミナーは若手公衆衛生医師同士のネットワーク作りに役立ちましたか？ 
 
                  非常に役立った      ある程度              全く役立たなかった 

  
 

  

             ５          ４        ３         ２     １ 
 
 
 
以下は全員が対象の質問です。 

 
Ｑ１６ 来年度以降にサマーセミナーを行う場合に、改善したほうが良い点、そのまま継続

してほしい点などを、できるだけ具体的にお書きください。 
 

 
 
 
 
 

 
Ｑ１７ その他コメントがありましたらぜひお書き下さい。 
 

 
 
 
 
 

 以上で受講後アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました
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第 回日本公衆衛生学会総会自由集会

公衆衛生医師の集い

高知会館 階 飛鳥

【事務局・お問い合わせ】 栃木県県南健康福祉センター（担当：早川）
： ：

令和元年度地域保健総合推進事業（全国保健所長会推薦事業）
「公衆衛生医師の確保と育成に関する調査および実践活動」研究事業班

世話人
宮園 将哉（寝屋川市保健所、代表世話人）

藤川 愛（高松市保健所） 早川 貴裕（栃木県県南健康福祉センター）

テーマ

公衆衛生医師の確保に向けた自治体の取組について

内容

○「公衆衛生医師人材のリードジェネレーション」 香川県健康福祉部 横山 勝教
○「島根県の取組（仮）」 島根県浜田保健所 村下 伯
○「群馬県の取組：WHO本部派遣を通しての期待」

群馬県渋川保健福祉事務所 兼 吾妻保健福祉事務所 武智 浩之
○ 全体討論

Message
「公衆衛生医師の集い」は行政機関に所属する公衆衛生医師同士が交流を深め、

ネットワークを作るための会です。モチベーションの維持や高揚、日常業務に役立
つ情報収集の場にもなっています。

今年度は公衆衛生医師の確保に向けて独自の取組を展開している自治体から講
師を招くことにしました。公衆衛生医師の確保に苦労されている全国の自治体の参
考となるよう、情報共有・意見交換する機会になれば幸いです。
衛生行政に興味のある全ての医師の皆さまのご参加を心からお待ちしています。
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1 

公衆衛生医師人材の 

リードジェネレーション  
～ 人 材 獲 得 に マ ー ケ テ ィ ン グ 手 法 を ～  

講師：香川県健康福祉部 医療主幹 横山勝教 

2019.10.23（水）18:00-19:30 自由集会「公衆衛生医師の集い」 

今までの採用手法 

なかなか 

いい人 

来ないなぁ… 

• 求人の応募がない  

• 求人の応募がきたけど、  

 採用したい人材ではなかった  

• 採用はしたものの、  

 すぐに辞めてしまう  

「待ちの採用」が通じるのは知名

度が申し分ない企業だけ  

厚労省、東京都…など  

Lead 
Generation 

Lead 
Nurturing Recruiting Employee 

Success 

人材マーケテ ィ ング手法の採用プロセス  

認
知 

興
味 

検
討 

応
募 

採
用 

活
躍 

リードジェネレーション：潜在候補者からの認知獲得 

公衆衛生医師の仕事を知ってもらい、 

憧れを持ってもらう 

才能を発揮できる場所であると思ってもらう 
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2 

魅力的なセミナー開催は代表的なリードジェネレーション 

① 潜在候補者への早期接触をはかる 

医学生も対象にセミナー開催 

大学の教室と連携 

② 魅力的な講師陣をセッティングする 

自分たちだけでは無理 

あらゆる人脈を利用する 

P H S Sのパクリ！ 

• 「多面的に働ける場所かどうか」 

• 「社会的にどんな意義のある仕事なのか」 

• 「どのような人たちと働くのか？」 

• 「どのような経験・スキルを得ることができるか」 

• 「50～60代までを視野に入れたキャリアが築けるのか?」 

多様な価値観に合わせ、多様なテーマで複数回開催する 

最近の求職者に多くみられる就職先選択の判断基準 

第２回 コーヒートークセミナー 秋の夜長に公衆衛生医師と語ろう 

「行政だからできたことって何ですか？」 

11/9
17:30-18:30    

Fri 会場 

軽食と
コーヒー
付き

基礎臨床研究棟７Ｆ

公衆衛生学 第３研究室

スペシャルゲスト 

福岡県 保健医療介護部  医監  白石 博昭 先生（香川大学４期生） 

お問い合わせ

香川大学医学部 公衆衛生学
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3 

第４回 公衆衛生医師とのコーヒートークセミナー  

「次世代を担うリーダーを育てる！ 社会医学系専門医制度 」 

軽食と
コーヒー
付き

1/25
17:30-18:30    

Fri 会場 

基礎臨床研究棟７Ｆ

公衆衛生学 第３研究室

スペシャルゲスト 

 

大阪府寝屋川保健所    

所長 宮園 将哉 先生 

お問い合わせ

  087-891-2133 

  koueisei@med.kagawa-u.ac.jp 

香川大学医学部 公衆衛生学 

社会医学系専門医協会 研修プログラム認定委員 

2018年度 最終回 公衆衛生医師とのコーヒートークセミナー 

「行政は女性医師にとって働きやすい のウソとホント 」 

軽食と
コーヒー
付き

2/15
17:30-18:30    

Fri 会場 

基礎臨床研究棟７Ｆ

公衆衛生学 第３研究室

スペシャルゲスト 

大阪府富田林保健所   

所長 永井 仁美 先生 

枚方市保健所   

所長 白井 千香 先生 

お問い合わせ

  087-891-2133 

  koueisei@med.kagawa-u.ac.jp 

香川大学医学部 公衆衛生学 これは 
ホントです 

表も裏も知りたい！ 

本音の口コミを知りたい！ 

• 「挑戦したくなるような素晴らしく魅力的な仕事紹介」 

• 「取り組む職務の内容とその仕事の素晴らしさ」 

• 「楽しいと感じた仕事」      

 

• 「大変なこと」 

• 「しんどいこと」     も包み隠さず明かしてもらう 

セミナー講師の先生にお願いしていること 

を１つは伝えてもらう 

• 学生も医師もみんなが使うエレベータに掲示 

• 1年生から6年生までセミナー参加歴のある学生の 

 メールアドレスにPDFファイルを送付し、 

 学年のグループLINEで拡散 

セミナー開催案内の周知方法 
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4 

行政で働きたい５人！ 

将来の専攻候補に 

公衆衛生を考えている11人！ 

• セミナー参加者10～20人のうち、ほとんどが県外出身 

• リードジェネレーションの次のステップの 

 リードナーチャリング（継続的な関係を持ち、 

 徐々に意欲を高める）が初期臨床の間にも続けられるか 

今後の課題 

全国各地で 

リードジェネレーション！ 
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1

島根県における公衆衛生医師確保・育成の現状

島根県浜田保健所
村下 伯 （むらした はく）
℡ 0855-29-5534

Mail murashita-haku@pref.shimane.lg.jp

1

２０１９年１０月２３日（水）

第78回日本公衆衛生学会（高知） 自由集会

島根県
県庁・保健所等で勤務する公衆衛生医募集中

自然も、人情味も、地域力も豊かな島根で
一緒に働きませんか？

伝統の証 国宝松江城

隠岐ユネスコ世界ジオパーク 縁結びの聖地 出雲大社 光の絶景! 宍道湖の夕日

支援します！健康なまちづくり
～ふれあい、つながり、動き出す～

大蛇退治! 石見神楽

2

島根県の公衆衛生医師・歯科医師の配置状況（2019年度）
◯ 県庁（５名）

医療統括監（地域医療・医師確保）、医療統括監（兼 健康推進課長）、
医療政策課長、医療専門幹（医療政策課）、医療専門幹（健康推進課）

◯ 保健所（９名）
保健所長（６名）、医療専門幹（雲南保健所）、
医療専門員（出雲保健所）、医療専門員（県央保健所）
（参考） 保健所は７ヵ所あり、うち雲南保健所は歯科医師が保健所長

◯ 地方衛生研究所（１名）
医療調整監

◯ 精神保健福祉センター（１名）
所長

（注）茶文字が専攻医（4名）

3

医師 １６名、歯科医師 １名 総数 １７名

島根県社会医学系専門医研修プログラムの特徴
【2016年（平成28年）作成】

◯ 保健所と市町村の協働により取り組んでいるヘルスプロモーションの理念
に基づいた地区単位の健康づくり活動を実践を通じて学ぶ。

◯ 二次医療圏毎に策定している保健医療計画の進行管理及び医療介護の
連携を中心とした地域包括ケアシステムの構築を実践を通じて学ぶ。

★ 研修の成果目標として、社会医学系専門医協議会
が定める
基本的な臨床能力、分析評価能力、
課題解決能力、コミュニケーション能力、
パートナーシップの構築能力、教育・指導能力、
研究推進と成果の還元能力、倫理的行動能力
の８つのコンピテンシーに加え、
「リーダーシップ」「危機管理」「人材育成」を追加し、
これが達成できるプログラムとしている。

4

専攻医プログラム作成以降の公衆衛生医師採用状況
・専攻医プログラムは2016年（平成28年）に作成。
・専攻医プログラム作成以降の2017年度（平成29年度）採用以降
は、公衆衛生医師応募の相談があった場合、公衆衛生の実務
経験がない場合は専攻医の取得を促しており、2017年度以降に
公衆衛生医師として採用した４名は、全員専攻医となっている。

・専攻医は、島根県職員として採用。
・専攻医の選考は、面接により実施。

＜公衆衛生医師（専攻医）の応募状況＞
・2017年度（平成29年度）採用 ‥ ２名
・2018年度（平成30年度）採用 ‥ ０名
・2019年度（令和元年度）採用 ‥ ２名

5

島根県専攻医の研修計画のポイント

・原則保健所に配置。
保健所の医事難病支援課に属し、事務分掌を持ちなが
ら、専攻医プログラムを実施。

・３年間の間に、国立保健医療科学院の受講を組み入れ
る。

・地方衛生研究所での疫学演習の実施。
・専攻医を支援する体制として、「公衆衛生医師の会（年
４回）」「若手医師のつどい（月１回）」を開催。

6
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若手公衆衛生医師を支える２つの勉強会
◯ 公衆衛生医師の会
・メンバー：県庁、保健所、保健環境科学研究所に勤務する医師・歯科医師

及び島根大学医学部島大公衆衛生学教室の医師
・開催回数：年4回
・内容 ：毎回２～３名のミニレクチャー ＋ 情報交換

◯ 若手医師の集い
・メンバー：社会医学系専門医専攻医、若手公衆衛生医師
・内容：①参加者の近況報告

➁メンバーによる実践報告
③親睦会

（上記➁、③は、公衆衛生に興味のある医学部学生の参加可としている。）

7

島根県において公衆衛生医師が確保できている要因

8

【背景的要因】
（１） 県行政が公衆衛生医師の確保の重要性を理解しており、若手医師を採用

し、保健所での実践を通して育成する方向性を持っていること。
（２） 医育機関である島根大学医学部公衆衛生学教室と県公衆衛生医師との

交流・連携があること。
（３） 公衆衛生医師間のネットワークができていること。
（４） 医学部学生と県公衆衛生医師との交流の場が多くあること。

（医学部での講義、勉強会、インターンシップ）
【直接的要因】
（１） 公衆衛生に興味関心がある医学部学生と複数の県公衆衛生医師と

の接点を、
・ 経年的に、
・ できるだけ多くの回数を持つよう、
意識的に作っていること

（２） 公衆衛生医師の醍醐味を、実践例を通して説明していること
公衆衛生を目指す人どおしの「ヒューマンネットワーク」が大切
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群馬県渋川保健福祉事務所・吾妻保健福祉事務所    保健所長 

 
群馬大学大学院医学部 多職種連携教育研究研修センター・公衆衛生学 非常勤講師 

 
武智浩之 

群馬県の取組 
WHO本部派遣を通しての期待 

10月1日WHO本部初出勤の日の 
朝の写真 

WHO本部へは半年間、業務を行いに行った。 
          
• 群馬県職員として 
  感染症対策（手指衛生、薬剤耐性菌対策）を行った。 
 
• 群馬大学大学院 WHOCC(Collaborating Centre)の非常勤職員として 
  患者安全対策（投薬の安全、多職種連携教育）を行った。 
 

WHO本部派遣に際して、何度も何度も言われていたこと 
 
 
（群馬大学教授） 
・行ってくれるだけでいいから。 
・WHO本部で何をやっているのかをみてくればいいから。 
 
（県庁部長） 
・とにかく知り合い（特に厚労省や世界のリーダー）を増やして仲良くしてきてほしい。 
・帰国後もつながりを維持してほしい。 
・群馬県の公衆衛生医師の確保に役立つと信じているので無事に帰ってきてほしい。 
 

群馬大学はWHO西太平洋地域事務局長
より2013年7月22日にWHO協力センター
「多職種連携教育研究研修協力センター
（WHO Collaborating Centre for Research 
and Training on Interprofessional 
Education）」の指定を受け、WHOとの取り
決め事項（Terms of References）に基づ
いて多職種連携教育の研究・研修を行う
専門機関として活動している。 

派遣直前に記者会見を行った。 
会見には、県庁の主管課長や群馬大学の副学長や教授
もご一緒してくださった。 
地域の新聞に掲載していただいて、反響は大きかった。 

WHO本部でおこなった業務〜患者安全部門〜 
 

（１）文献検索 
「患者安全の教育において、多職種連携教育のさまざまな教授方法を含むアプローチ方法の適用の探求」と題して要約
した。患者安全教育を多職種連携教育として行う有効性や実施する際の考慮すべきことが抽出できた。 
→患者安全の実施には、多職種連携が機能すると良いが、学生のうちから学んでおくとより患者にとって有用である。真
の多職種連携教育を実施するためには、患者安全に関する“チャンピオン”の存在が最重要となる。 
 

（２）WHOが行う第3回世界的な患者安全への挑戦“害のない投薬”の推進 
11月（Country Guidanceの策定）、2月（アフリカの国々における挑戦の実施に向けたワークショップ）の会議の実施に準備
段階から総括までチームの一員として業務に携わった。 
→日本は医療安全対策を行ってきた世界の先駆者と思っていたが、発展途上国の取り組みを見ていると日本は逆に遅れ
ているのではないかと感じるほどであった。 
 

（３）患者安全部門としての業務 
患者安全部門のパンフレットやポスター作成を行った。また、ポリファーマシー（多剤服用）や高齢者に対する患者安全な
どに関する資料を検索および提供した。  
→日本にあるガイドラインはとてもよい出来で世界に貢献できるものであったが、英語で記載されていないことにより世
界では活用することができずもったいないと感じることも多かった。 
高齢者に対する患者安全に関して、新たにポリシーブリーフを検討する業務に協力したが、日本は高齢者への配慮や理
解がよくされている国だと実感した。 
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患者安全部門（PSU）のメンバーとの写真（Big painting前にて） 

 ガーナ   マレーシア フィンランド スイス オランダ インド  日本  インド  デンマーク  
 グロリア   シヴァ   ミナ    エリサ  ダン  ニーラム 武智  ニキル   サイモン 

WHO本部でおこなった業務〜感染症の予防と管理部門〜 
 

（１）Infection Prevention and Control (IPC) に関する資料の作成 
群馬大学のWHO Collaborating Centre (WHOCC)が毎年8月に主催している多職種連携教育トレーニングコースに、IPC
に関するプログラムの導入をすることを検討した。その際に使用する講義とワークショップ（ケーススタディ含む）の資料を
作成した。 
→実際に資料を作成したため、IPCに関する資料を知るだけではなく深く学ぶことができた。また、多剤耐性菌に関する最
新のガイドラインを理解し、最先端のケーススタディが作成できた。またケーススタディ自体の作成の仕方についてもいち
から学んだ。 
 

（２）薬剤耐性菌（AMR）の啓発活動のまとめ 
2018年世界抗菌薬啓発週間（11月12日〜18日）の実施を事前周知から実施期間中の内容や啓発の進め方まで詳細にま
とめた。 
→AMR対策は2019年5月の組織改革で部局横断的なWHOとしての主軸になった。日本ではAMR対策はそれほど進んで
いないように感じる。AMRの発生を防ぐだけではなく、海外からの持ち込みへの対応策をあらかじめ検討し構築しておくこ
とが早急に必要かつ有用と感じた。 
 

（３）技術的専門家会議に参加 
• ワーキンググループ会議「術後感染予防のための抗菌薬投与における必須医薬品リスト」 
• 「アルコールによる手指消毒方法」と「外科手術の準備のためのWHOアルコール製剤」に関する会議 
→世界的な標準を検討、決定する重要な会議に参加でき、どのような人が何人でどのように検討して決定して行くのかと
いうプロセス全体を学ぶことができた。 

あなたはこの世界抗菌薬啓発週間にイベントや
活動を組織として実施していますか？ 
双方向性のプラットフォームをあなたのイベント
に追加して、あなたの国や地域で何が起こって
いるのかを知理、そのことを世界に知らせましょ
う。 
双方向性のゲームをして、薬剤耐性とそれを防
ぐ方法を学びましょう。 
FAO、OIE、WHOからのメッセージをソーシャル
メディア上で共有することにより、意識を広げる
のを手助けしてください。 

感染症の予防と管理（IPC）部門のBenedetta先生 

ジュネーブ大学教授のPitett教授 
（毎年５月５日はGlobal Hand Hygiene Campaignの日） 

日本人で最も偉い山本事務局長補 全国保健所長会からの視察 

日本人職員（厚労省から出向など） 

群馬大学医学部、理工学部学生の来訪 

多くの日本人とのつな
がりができた。 
日本の方とは今後、国
内や県内において指導
を仰いだり、相談したり
できとても心強い。また、
一緒に群馬県職員とし
て県民のための業務を
行うこともできる学生と
もつながりができた。 

「術後感染予防のための抗菌薬投与における必須医
薬品リスト」の会議 

世界の公衆衛生の発展のために、世界のリーダーたちが数日間、缶詰状態で議論を尽くす。 
会議の前には役割分担がされており、会議でそれぞれが調べてきた結果を報告し合う（詳細かつ専門的だがわかりやすく丁寧に）。 
議論は、すべての参加者が必ず発言し、意見の対立も多い。対立する理由は、立場（医療機関、教育機関、NPO、患者団体など）や環境（先進国、発展
途上国、宗教の違いなど）が異なっていることに起因していると感じた。 
会議を主催しコントロールしているベネデッタは、あらかじめ結論を準備することはなく活発な意見交換を促していた。 
会議中に採決を取る場面もあり、僅差で方針が決定されることもあった。 
会議は議論するだけではなく、グループワークが必ず行われ、世界の専門家たちが休憩時間もない中で議論し、グループワークの結果をWHOに提言す
るという形でまとめる作業も行われた。 
→会議がどんなに紛糾してもベネデッタは“世界中の人たちに会議の恩恵がもたらされるよう最終的には一致団結しよう”という雰囲気を醸し出していた。
世界であっても自分の管内であっても、業務の目的の中心は“そこに住んでいる人たち”であることを考えれば自ずと方向性は見えてきて一致団結するこ
とができるということを理解した。今後、業務に当たる上での心構えをしっかりと学んだ。 

「アルコールによる手指消毒方法」と「外科手術の準備の
ためのWHOアルコール製剤」の会議 
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患者安全部門の仲間たち 

ジュネーブ市内での新年会 

英語ができるできない関係なしに1人の仲間として受け入れてくれた。 
部門の業務に貢献したいという心意気があれば、時間をかけてゆっくりと
何度でも対話、意見交換を快くしてくれた。 
同じゴールを目指して進む仲間が困っているときには、どんなに自分の業
務が忙しくても真剣に一緒に考えて手を差し伸べる態度をみて心から尊
敬した。 
→人種、言語、文化、宗教の隔たりすら簡単に乗り越えられるのだから、
同じ県内、管内の対策を推進して行くことは自分が思っているよりずっと
容易なのかもしれない。もっと積極的に地域の関係者といろいろなことを
気軽に話しかけてみようと思う。 

部門内での懇親会でも緊張するが、部門を超えた懇親会にも緊張したが
できる限り参加してきた。想像していた通り、外国の人たちは地位や所属
などを気にせずとてもフランクに語り合っているのが印象的であった。 
→職員それぞれの専門性や業務内容を尊重し、お互いに情報を共有しあ
い、組織として前進して行くことが大切だと感じた。部門を超えた交友を今
まで以上にして行きたいと思う。 

Paul 

多くの仲間たちの自宅にも招待して頂いた。
自宅ではその家族とも交流することが出来
た。 
自宅でのもてなしもとても上手だと感じた。そ
れぞれの国の料理を振る舞ってくれ、その国
独特の食べ物、食べ方を知り一般教養（？）
が少しずつ身についた。 

国連欧州本部（インドネシア人のレザ） 

レザの自宅には3人の息子さんがいた。
自宅内にシェルターがあり、その中に
は保存食などがたくさん準備されてい
た。永世中立国のスイスに住んでいて
も戦争に備えていることに驚いた。 

同じオフィスで毎日交流した仲間たち。自
分の勤務最終日で別れを惜しんでくれた。 
毎日話していたので、お互いに気持ちや健
康の変化に些細なことでも気がつき、フォ
ローしあうことが出来た。 
仲間というものは雪だるま式に増えて行く
ものだとこの歳になって再度実感すること
が出来た。 

呉さんの自宅で火鍋パーティー 

インド人 インド人   フランス人 中国人アディチ 
ギータ    ステファン 劉新民 

派遣後に県庁で開催した報告会には、県庁の部長や群馬
大学の副学長、公衆衛生学教授のほか、102名の方が聴い
てくださった。 
こちらも地域の新聞に掲載していただいた。 

ご清聴ありがとう
ございました。ご清聴ありがとう
ございました。
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公衆衛生医師の確保と育成に関する調査および実践事業 

【分担事業者】 宮園将哉 （寝屋川市保健所長） 

【協力事業者】 

山本長史（北海道岩見沢・滝川保健所） 村松司（北海道網走保健所） 小谷尚克（福島県会津・南会津保健所） 

早川貴裕（栃木県県南健康福祉センター） 武智浩之（群馬県渋川・吾妻保健所） 西垣明子（長野県松本・木曽保健所） 

山本光昭（中央区保健所） 播磨あかね（東京都西多摩保健所） 松本星保（目黒区碑文谷保健センター） 

高橋千香（大田区保健所） 竹原木綿子（愛知県知多保健所） 古川大祐（愛知県健康福祉部保健医療局健康対策課） 

谷掛千里（大阪府茨木保健所） 白井千香（枚方市保健所） 村下伯（島根県浜田保健所） 藤川愛（高松市保健所） 

廣瀬浩美（愛媛県今治保健所） 木村竜太（福岡県田川保健福祉事務所） 宗陽子（長崎県県央保健所） 

西田敏秀（宮崎市保健所） 吉田穂波（神奈川県立保健福祉大学） 前田光哉（神奈川県健康医療局（全国衛生部長会）） 

内田勝彦（大分県東部保健所（全国保健所長会・学術）） 永井仁美（大阪府富田林保健所（全国保健所長会・学術）） 

尾島俊之（浜松医科大学（社会医学系専門医協会・理事）） 

【助言者】 

主藤秀幸（厚生労働省健康局健康課地域保健室長） 藤野綾太（厚生労働省健康局健康課） 曽根智史（国立保健医療科学院） 

宇田英典（社会医学系専門医協会・理事長（地域医療振興協会）） 山中朋子（全国保健所長会・会長（青森県弘前保健所）） 

宮﨑親（全国保健所長会・副会長（福岡県北筑後保健所）） 

 

要旨：公衆衛生医師の確保と育成のため，全国保健所長会の「公衆衛生医師の確保と育成に関する委員会」と連携し,

調査事業として「公衆衛生医師の確保に関する自治体調査」を実施した。また，実践事業として医学生や若手医師を対

象とした公衆衛生医師サマーセミナー（PHSS2019）や日本公衆衛生学会総会において行政医師を対象とする自由集会を

開催するとともに，医学生や研修医を対象とした就職説明会イベントに参加して公衆衛生医師の広報活動を行った。さ

らに，公衆衛生医師業務等の広報戦略，および社会医学系専門医制度における行政医師のサブスペシャリティ等につい

て検討を進めた。 

 

Ａ．目的：公衆衛生医師の確保・育成について，全国保健

所長会の「公衆衛生医師の確保と育成に関する委員会」と

連携して，自治体向けの公衆衛生医師確保に関する調査事

業や，サマーセミナーや日本公衆衛生学会総会における自

由集会の開催，医学生や研修医を対象とした就職説明会イ

ベントへの参加や，公衆衛生医師業務等の広報戦略，およ

び社会医学系専門医制度の行政医師に関するサブスペシ

ャリティ等の検討などの実践事業に取り組んだ。 

Ｂ．方法：調査事業と実践事業に取り組んだ。 

Ⅰ．調査事業：公衆衛生医師の確保に関する自治体調査 
Ⅱ．実践事業：１)若手医師・医学生向けサマーセミナー

の開催 ２) 日本公衆衛生学会総会自由集会の開催 ３) 

医学生や研修医を対象とした就職説明会イベントにおけ

る公衆衛生医師の広報活動 ４) 公衆衛生医師業務等の

広報用媒体の活用と評価 ５) 社会医学系専門医制度の

行政医師に関するサブスペシャリティ等の検討 

Ｃ．結果 

Ⅰ．調査事業：公衆衛生医師の確保に関する自治体調査 

【目的】公衆衛生医師の効果的な確保対策を検討する際の

一助とするため，各自治体の医師確保担当部署の現状等に

ついて調査を実施した。【対象】保健所を設置する自治体

（都道府県47，指定都市20，中核市57，その他政令市5，

合計129自治体）の健康福祉主管部局【方法】各自治体主

管部局あて依頼文と調査票を送付し回答を依頼した。【時

期】2019年9月【結果】129自治体のうち116自治体（89.9％）

から回答を得た。医師確保対策は医療法上の責務として全

ての都道府県で実施されていたが，医師確保計画に公衆衛

生医師も盛り込む予定・検討中とした都道府県は32.5  

％で、全国的な公衆衛生医師不足の中，自治体により認識

に差があることが示唆された。臨床医と公衆衛生医師の確

保対策を同じ部署で行っている自治体は17（14.7％）で，

約 8 割の自治体からは特に連携していないとの回答があ

った。既存の医師確保施策・制度利用者を公衆衛生分野に

配置することについては，大阪府・岐阜県で活用実績があ

り，その他8自治体から検討したことがあるとの回答があ

った。平成29年に当事業班で作成した「自治体における

公衆衛生医師の確保・育成ガイドライン」は全体の4分の

1の自治体で活用されていた。その他，自治体を越えて協

力している確保策や，有効と思われる対策等を尋ねたとこ

ろ，様々な取り組みやアイデアが挙げられた一方で，個々

の対策に限界を感じている自治体も多く，国や都道府県レ

ベルでの対策を求める意見も多く挙げられた。 

Ⅱ．実践事業： 

１) 若手医師・医学生向けサマーセミナーの開催 

【目的】公衆衛生分野に関心を持つ医学生や医師に対し

て，保健所で働く医師等から公衆衛生活動の実際を伝

え，保健所等に入職して間もない医師に対して，ケース

メソッドや意見交換を行う場を提供し，公衆衛生医師の
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人材確保・育成を行う。【方法】（対象）公衆衛生分野に

関心を持つ医学生・初期研修医・臨床医等および公衆衛

生分野に入職して概ね５年以内の医師（日時）令和元年

８月24日・25日（場所）東京都千代田区（募集）開催

通知の郵送,チラシ配布，全国保健所長会ホームページ掲

載，雑誌掲載等（運営）若手事業班員による運営委員

【内容】これまでの参加者アンケートや運営スタッフに

よる検討などを踏まえた内容で，公衆衛生医師として勤

務する魅力，具体的な業務，キャリアパスなど。前年度

からの変更点・新たな工夫として，厚生労働省からの講

義に代えて参加者からの公衆衛生医師に関する質問にト

ークセッション形式で答えるＱ＆Ａセッションを設定し

た。また，１日目・２日目でグループ分けを変更し，参

加者同士がより多く交流できるようにした。【結果・考

察】参加者：47名（医学生10名，研修医11名，臨床医

10名，行政医師10名，その他６名）。セミナーの開催に

よって運営側も参加者からエンパワーメントされてお

り，丁寧に公衆衛生医師の活動を伝えることで人材確

保・育成・離職予防に寄与するものと考えられる。 

２) 日本公衆衛生学会総会自由集会の開催 

【目的】他の自治体の公衆衛生医師と交流できる機会は

限定されており，人材育成や離職予防には，現在公衆衛

生医師として勤務している者の意識を高めることが重要

である。そこで交流や意見交換等を通した互いの経験の

共有，ネットワーク構築のきっかけ，モチベーションの

維持と士気の向上，離職予防を目的に第78回日本公衆衛

生学会総会で公衆衛生医師が集い，顔の見える関係をつ

くる場として自由集会を開催した。【方法・内容】（内

容）「公衆衛生医師の確保に向けた自治体の取り組み」を

テーマとし，香川県，島根県，群馬県での取り組みにつ

いて発表と意見交換を実施。（企画・運営）学会参加の若

手事業班員【結果・考察】参加者：自由集会38名，意見

交換会34名。公衆衛生医師の確保を目的とした各県での

先進的な取り組みについて情報共有するとともに，各県

での苦労や悩みの共有の他，担い手の育成の課題や自治

体間での連携の必要性等について活発な意見交換があっ

た。この自由集会がネットワーク構築や顔の見える関係

づくりだけではなく，モチベーションの維持と士気の向

上から仕事への自信や誇りにつながり，離職防止効果も

期待される。 

３） 医学生や研修医を対象とした就職説明会イベントに

おける公衆衛生医師の広報活動 

【目的】医学生や研修医を対象とした就職説明会イベン

ト「レジナビフェア」に参加し，将来の進路の選択肢の

１つとして公衆衛生医師について広報啓発を行う。 

【方法・内容】（日時・場所）令和元年6月9日(日)・東

京ビッグサイト／6月23日(日)・幕張メッセ／7月7日

(日)・インテックス大阪（対象者）医学生または研修医

（参加）東京・大阪周辺の事業班員【内容】厚生労働省

が医系技官と公衆衛生医師の募集を目的に出展したブー

スにおいて，イベントに参加している医学生や研修医に

対して，公衆衛生医師の業務や魅力を伝え，具体的な質

問にも対応。【結果・考察】（ブース来訪者）6月9日約

30名／6月23日約70名／7月7日約60名。来訪者から

は自治体で働く公衆衛生医師という進路があることが理

解でき仕事に対して興味関心が強くなった，等の意見が

聞かれ，直接的な勧誘の機会となるだけではなく公衆衛

生医師の広報啓発に非常に有効であると思われた。 

４) 公衆衛生医師業務等の広報戦略の検討 

【目的・方法】公衆衛生医師確保のためには公衆衛生医師

が担う役割や重要性の広報啓発が重要である。しかし，こ

れまで本事業班で取り組んできたにも関わらずその効果

が明らかでないことから，これまでに作成した広報用媒体

の内容やその活用方法全体を一旦見直して，広報戦略全般

の再検討に取り組んだ。【結果・考察】今年度は公衆衛生

医師の業務内容を具体的に紹介する紹介文を複数作成し，

それを①医学部の公衆衛生学の講義，②保健所長会等の

Webサイト，③パンフレット等の印刷媒体，④医師向け就

活イベント等，⑤商業雑誌や医師向け情報サイト等，で紹

介するなど具体的な取り組みを来年度以降進めていく。 

５) 衛生行政医師に関する社会医学系専門医制度のサブ

スペシャリティ等の検討 

【目的・方法】行政機関における社会医学系専門医制度

の運用や改善，および社会医学系専門医制度における衛

生行政医師のサブスペシャリティについて，ワーキング

グループ（ＷＧ）で意見交換を行い，現時点での考え方

を整理した。【結果・考察】行政医師が求められる能力と

しては，業務に必要な医師としての知識や技術に加え

て，予算や議会に代表される行政能力などがあるが、社

会医学系専門医制度が未評価な段階でそれらを専門医と

してのサブスペシャリティとするには，時期尚早ではな

いかとの意見もある。そのため，制度化の議論よりまず

は行政医師が目指すべき能力や求められる能力をまとめ

たガイドラインやキャリアパス・キャリアラダーのよう

なものを先に検討すべきという方向性で，来年度引き続

き調整を進めることとなった。 

Ｄ．考察 

公衆衛生医師を確保するためには臨床医・医学生を中心に

その意義や活動をアピールし，将来の進路の選択肢の１つ

として認識してもらう必要がある。また，公衆衛生医師の

育成のためには社会医学系専門医制度を活用してさらに

充実した体制整備が必要と考える。 

Ｅ．結論 

公衆衛生医師確保の観点から，効果的な広報啓発に努め

るとともに，医師育成の観点から，行政機関で社会医学

系専門医制度を積極的な活用を進める必要がある。 

Ｆ．今後の計画 

 本事業での取組のさらなる充実強化を図る。 

Ｇ．発表 

 第79回日本公衆衛生学会総会（京都）にて発表予定。 
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人材確保・育成を行う。【方法】（対象）公衆衛生分野に

関心を持つ医学生・初期研修医・臨床医等および公衆衛

生分野に入職して概ね５年以内の医師（日時）令和元年

８月24日・25日（場所）東京都千代田区（募集）開催

通知の郵送,チラシ配布，全国保健所長会ホームページ掲

載，雑誌掲載等（運営）若手事業班員による運営委員

【内容】これまでの参加者アンケートや運営スタッフに

よる検討などを踏まえた内容で，公衆衛生医師として勤

務する魅力，具体的な業務，キャリアパスなど。前年度

からの変更点・新たな工夫として，厚生労働省からの講

義に代えて参加者からの公衆衛生医師に関する質問にト

ークセッション形式で答えるＱ＆Ａセッションを設定し

た。また，１日目・２日目でグループ分けを変更し，参

加者同士がより多く交流できるようにした。【結果・考

察】参加者：47名（医学生10名，研修医11名，臨床医

10名，行政医師10名，その他６名）。セミナーの開催に

よって運営側も参加者からエンパワーメントされてお

り，丁寧に公衆衛生医師の活動を伝えることで人材確

保・育成・離職予防に寄与するものと考えられる。 

２) 日本公衆衛生学会総会自由集会の開催 

【目的】他の自治体の公衆衛生医師と交流できる機会は

限定されており，人材育成や離職予防には，現在公衆衛

生医師として勤務している者の意識を高めることが重要

である。そこで交流や意見交換等を通した互いの経験の

共有，ネットワーク構築のきっかけ，モチベーションの

維持と士気の向上，離職予防を目的に第78回日本公衆衛

生学会総会で公衆衛生医師が集い，顔の見える関係をつ

くる場として自由集会を開催した。【方法・内容】（内

容）「公衆衛生医師の確保に向けた自治体の取り組み」を

テーマとし，香川県，島根県，群馬県での取り組みにつ

いて発表と意見交換を実施。（企画・運営）学会参加の若

手事業班員【結果・考察】参加者：自由集会38名，意見

交換会34名。公衆衛生医師の確保を目的とした各県での

先進的な取り組みについて情報共有するとともに，各県

での苦労や悩みの共有の他，担い手の育成の課題や自治

体間での連携の必要性等について活発な意見交換があっ

た。この自由集会がネットワーク構築や顔の見える関係

づくりだけではなく，モチベーションの維持と士気の向

上から仕事への自信や誇りにつながり，離職防止効果も

期待される。 

３） 医学生や研修医を対象とした就職説明会イベントに

おける公衆衛生医師の広報活動 

【目的】医学生や研修医を対象とした就職説明会イベン

ト「レジナビフェア」に参加し，将来の進路の選択肢の

１つとして公衆衛生医師について広報啓発を行う。 

【方法・内容】（日時・場所）令和元年6月9日(日)・東

京ビッグサイト／6月23日(日)・幕張メッセ／7月7日

(日)・インテックス大阪（対象者）医学生または研修医

（参加）東京・大阪周辺の事業班員【内容】厚生労働省

が医系技官と公衆衛生医師の募集を目的に出展したブー

スにおいて，イベントに参加している医学生や研修医に

対して，公衆衛生医師の業務や魅力を伝え，具体的な質

問にも対応。【結果・考察】（ブース来訪者）6月9日約

30名／6月23日約70名／7月7日約60名。来訪者から

は自治体で働く公衆衛生医師という進路があることが理

解でき仕事に対して興味関心が強くなった，等の意見が

聞かれ，直接的な勧誘の機会となるだけではなく公衆衛

生医師の広報啓発に非常に有効であると思われた。 

４) 公衆衛生医師業務等の広報戦略の検討 

【目的・方法】公衆衛生医師確保のためには公衆衛生医師

が担う役割や重要性の広報啓発が重要である。しかし，こ

れまで本事業班で取り組んできたにも関わらずその効果

が明らかでないことから，これまでに作成した広報用媒体

の内容やその活用方法全体を一旦見直して，広報戦略全般

の再検討に取り組んだ。【結果・考察】今年度は公衆衛生

医師の業務内容を具体的に紹介する紹介文を複数作成し，

それを①医学部の公衆衛生学の講義，②保健所長会等の

Webサイト，③パンフレット等の印刷媒体，④医師向け就

活イベント等，⑤商業雑誌や医師向け情報サイト等，で紹

介するなど具体的な取り組みを来年度以降進めていく。 

５) 衛生行政医師に関する社会医学系専門医制度のサブ

スペシャリティ等の検討 

【目的・方法】行政機関における社会医学系専門医制度

の運用や改善，および社会医学系専門医制度における衛

生行政医師のサブスペシャリティについて，ワーキング

グループ（ＷＧ）で意見交換を行い，現時点での考え方

を整理した。【結果・考察】行政医師が求められる能力と

しては，業務に必要な医師としての知識や技術に加え

て，予算や議会に代表される行政能力などがあるが、社

会医学系専門医制度が未評価な段階でそれらを専門医と

してのサブスペシャリティとするには，時期尚早ではな

いかとの意見もある。そのため，制度化の議論よりまず

は行政医師が目指すべき能力や求められる能力をまとめ

たガイドラインやキャリアパス・キャリアラダーのよう

なものを先に検討すべきという方向性で，来年度引き続

き調整を進めることとなった。 

Ｄ．考察 

公衆衛生医師を確保するためには臨床医・医学生を中心に

その意義や活動をアピールし，将来の進路の選択肢の１つ

として認識してもらう必要がある。また，公衆衛生医師の

育成のためには社会医学系専門医制度を活用してさらに

充実した体制整備が必要と考える。 

Ｅ．結論 

公衆衛生医師確保の観点から，効果的な広報啓発に努め

るとともに，医師育成の観点から，行政機関で社会医学

系専門医制度を積極的な活用を進める必要がある。 

Ｆ．今後の計画 

 本事業での取組のさらなる充実強化を図る。 

Ｇ．発表 

 第79回日本公衆衛生学会総会（京都）にて発表予定。 
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山中 朋子 全国保健所長会会長（青森県） 宮﨑 親 全国保健所長会副会長（福岡県）
曽根 智史 国立保健医療科学院 宇田 英典 地域医療振興協会

保健所のおかれている現状と環境の変化

• 保健所所管エリアの広域化

• 保健所数の減少

公衆衛⽣医師の確保と資質の向上

全国の保健所⻑

約1割は兼務

保健所⻑の兼務率

平成22年 8.5% 42ヶ所

平成26年 9.8% 48ヶ所

平成30年 11.1% 52ヶ所

厚労省健康局資料等（H30:10.1,他年度:7.1）

• 疾病構造、⼈⼝構造の変化

• 継続的で包括的なケアを

必要とする⾼齢者の増加

• ⼤規模な⾃然災害の多発

• 都市部と地⽅の地域格差の

増⼤など

長年・喫緊の課題

現状と変化

目的

事業班の流れ

H23

• 調査：全国自治体・全国自治体Webサイト・若手公衆衛生医師実態・先駆的特
徴的自治体取組実態（6）・医師臨床研修受入

• 実践：若手公衆衛生医師メーリングリスト（ＭＬ）・パンフレット作成

H24

• 調査：医育機関および医学生・職場環境実態・パンフレット活用状況・全国自
治体Webサイト・医師臨床研修保健所受入

• 実践：若手医師医学生サマーセミナー（ＰＨＳＳ）・若手公衆衛生医師研修ガイ
ドライン検討・若手公衆衛生医師ＭＬ

H25

• 調査：公衆衛生医師実態把握・確保育成自治体取組事例（16）・医師臨床研修
保健所受入・全国自治体Webサイト（事例紹介）

• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・広報用ポスター作成・日本公衆衛生学会自由
集会・確保育成ガイドライン作成・若手公衆衛生医師ＭＬ

H26

• 調査：公衆衛生医師の採用育成実態
• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・社会医学サマーセミナー・広報用媒体検討・
ケースメソッド集作成・日本公衆衛生学会シンポジウム・日本公衆衛生学会自
由集会・確保育成ガイドライン検証

H27

• 調査：社会医学系専門医制度・所長会ホームページアクセス分析・女性公衆
衛生医師現状分析

• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・広報用パンフレット作成・インターネットによる
若手医師交流検討・社会医学系専門医制度の検討・日本公衆衛生学会自由
集会

H28

• 調査：社会医学系専門医制度・海外の育成システム
• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・広報用媒体検討・社会医学系専門医制度の
検討・日本公衆衛生学会自由集会・大学医学部と連携した取組

Ｈ29

• 調査：自治体の社会医学系専門医制度の取組・活用状況
• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・日本公衆衛生学会自由集会・広報用媒体リー
フレットと動画作成・広報活動（レジナビ等）・社会医学系専門医制度開始によ
る確保育成ガイドライン改訂

Ｈ30

• 調査：社会医学系専門医制度活用医育機関と保健所連携・行政専攻医の社
会医学系専門医制度・行政医師ウェブ調査・広報用媒体利用改善

• 実践：若手医師医学生ＰＨＳＳ・日本公衆衛生学会自由集会・広報活動（レジ
ナビ等）・社会医学系専門医サブスペシャリティ検討

事業班の流れ

目的

○公衆衛⽣医師の確保対策

・保健所や⾏政医師等の職務に関する普及啓発・広報活動

・公衆衛⽣に関⼼ある医師への働きかけ（ターゲット）

・社会医学系専門医制度の周知と活⽤

○公衆衛⽣医師の育成・離職防⽌対策

・社会医学系専門医制度を活⽤した⼈材育成の働きかけ

・⾏政医師としてのコンピテンシーをあげるためのプログラム検討

・公衆衛⽣医師同⼠の交流や連携の推進
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令和元年度の事業

１）調査事業

①公衆衛⽣医師確保対策に関する⾃治体向け調査

②社会医学系専門医制度のサブスペシャリティとして衛⽣⾏政医師に

求められる知識や思考／⾏動特性（コンピテンシー）等の検討

（ワーキンググループ設置）

２）実践事業

①若⼿医師・医学⽣向けサマーセミナー（PHSS2018）の開催

②⽇本公衆衛⽣学会総会での⾃由集会の開催

③公衆衛⽣医師業務等の広報媒体の活⽤と評価

④⺠間の医師就職活動イベント（レジナビフェア）での公衆衛⽣医師

確保等に関する広報活動（厚労省と連携、全国保健所⻑会と協働）

•自治体の医師確保に関する調査（委員会連携調査）
•・対象：保健所設置地方自治体の健康福祉主管部局自治体調査

•保健所や県庁等、衛生行政に従事する医師に必要な専門
性、サブスペシャリティについてＷＧで検討

行政医師サブ
スペシャリティWG

•若手医師・医学生向けサマーセミナー(PHSS2019)の開催
•日程：令和元年8月24日（土）～25日（日）
•場所：東京（都市センターホテル）

ＰＨＳＳ２０１９

•日本公衆衛生学会総会における自由集会の開催
・日程：日本公衆衛生学会総会期間中（10月23日）
・場所：高知県高知市

自由集会

•公衆衛生医師業務等の広報戦略の検討
内容や提供方法の検討（一般,医学生,研修医,公衆衛生医等）広報戦略の検討

【調査概要】

目的：各⾃治体の医師確保担当部署の現状等について調査

⽅法：保健所設置⾃治体の健康福祉主管部局あて回答依頼

計129⾃治体（都道府県47，指定都市20，中核市57，政令市5）

時期：令和元年9⽉

【結果】116⾃治体から回答（回答率89.9％）

【まとめ】

臨床医に⽐較し、公衆衛⽣医師確保への課題認識や取組は進んでいない。

参考にすべき取組を共有し、関係部署へ情報提供していく必要がある。

地⽅⾃治体の公衆衛⽣医師確保に関する調査

（委員会との連携調査）
保健所や県庁等衛⽣⾏政に従事する医師に必要な専門性・サブスペシャリティ

（ワーキンググループにて検討を実施）

⾏政医師サブスペシャリティ検討ワーキング会議（10⽉23⽇）

○⾏政医師に必要な専門性

・⾏政官としての専門性

・社会医学に関する専門性 など

○専門性の評価

・現在基本領域である社会医学系専門医制度が未評価の段階で

サブスペシャリティの制度までつくるのは時期尚早ではないか

・制度を設計するより、まず⾏政医師が目指すべき・求められる能⼒

をまとめたガイドラインやキャリアラダー等を検討すべきではないか

→来年度以降も引き続き調査研究を進める

若⼿医師・医学⽣向けサマーセミナー(PHSS2019)の開催

【目的】 ＊平成24年度から毎年開催

①公衆衛⽣分野に関⼼がある医師や医学⽣に対して、

公衆衛⽣活動の実際や⾯⽩さ、使命、キャリアパスを

伝え、⼈材確保を目指す

②保健所等に⼊職して間もない公衆衛⽣医師等に

対して、保健所で勤務する魅⼒等の講義、ケース

メソッド、意⾒交換によりスキルアップやネットワークづくり

をすすめ、⼈材育成を目指す

【⽇時・場所】

令和元年8⽉24⽇（⼟）25⽇（⽇）の2⽇間

都市センターホテル（東京都）

【運営】

運営委員（若⼿医師を中⼼に企画・運営・評価）

【参加者】

47⼈（医学⽣10⼈，研修医11⼈，臨床医10⼈，

公衆衛⽣医10⼈，その他6⼈）

【内容】

昨年度のアンケート結果などを踏まえ、希望が

多かった内容でプログラムを構成

8月24日（土）

13：00～13：05
（5分） 開会挨拶 寝屋川市保健所

所長 宮園将哉先生

13：05～13：10
（5分） 主催者挨拶 全国保健所長会

会長 山中朋子先生

13：10～13：15
（5分） 運営協力者紹介 宮崎市保健所

所長 西田敏秀先生

13：15～13：55
（40分） 講義 公衆衛生医師のキャリアパスと

社会医学系専門医
寝屋川市保健所

所長 宮園将哉先生

13：55～14：35
（40分） 講義 保健所医師として勤務する魅力 地域医療振興協会

シニアアドバイザー 宇田英典先生
14：35～14：45 休憩
14：45～15：00

（15分） アイスブレイク 自己紹介など

14：45～15：55
（90分） ケーススタディ 感染症事例 東京都大田区保健所

課長 高橋千香先生
16：00～16：10 休憩
16：10～16：55

（45分） 講義 公衆衛生分野の人材育成 国立保健医療科学院
次長 曽根智史先生

16：55～17：25
（30分） ディスカッション 地域医療・救急医療について 東京都中央区保健所

所長 山本光昭先生

17：25～17：35 休憩
17：35～17：50

(15分)

講義 専攻医からのメッセージ 福岡県田川保健福祉事務所
木村竜太先生

17：50～18：00
(10分)

ふりかえり 宮崎市保健所
所長 西田敏秀

18：00～18：20 (個別相談会) （閉会後）

公衆衛⽣ 若⼿医師・医学⽣ サマーセミナー２０１９ プログラム

8月25日（日）
9：00～9：45

（45分） Ｑ＆Ａセッション 公衆衛生医師の実際
～公衆衛生医師の魅力とは～

栃木県保健福祉部
保健医療監 海老名英治先生

9：45～9：50 休憩
9：50～10：00

（10分） アイスブレイク 自己紹介など

10：00～11：30
（90分） グループワーク 保健所関連業務

（受動喫煙対策）
長崎県県央保健所
所長 宗 陽子先生

11：30～11：35 休憩
11：35～12：05

（30分） 講義 群馬県職員として世界保健機関
（ＷＨＯ）で勤務した経験

群馬県渋川／吾妻保健所
所長 武智浩之先生

12：05～12：35
（30分） 講義 公衆衛生分野における女性医師の活躍 神奈川県立保健医療大学

教授 吉田穂波先生
12：35～12：50

（15分） ふりかえり 宮崎市保健所
所長 西田敏秀

12：50～13：00 閉会・事務連絡 アンケートなど 運営委員
13：00～13：30 （個別相談会） （閉会後）

【新たに⼯夫し、取り組んだこと】

・１⽇目と２⽇目のグループを変えて参加者同⼠がより

交流を深めやすくした

・Q&Aセッションを設け、事前アンケートにあった参加者の

疑問点に対してトークセッション形式で回答することで

疑問の解決と同時に公衆衛⽣分野の魅⼒を伝える

⼯夫をした

会場風景
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⽇本公衆衛⽣学会総会での⾃由集会の開催（平成25年度から）

【目的】

保健所等の公衆衛⽣業務に従事している医師が意⾒交換を通して互

いの経験を共有するとともに、ネットワークの構築のきっかけを作る場とする。

【⽇時・場所】

令和元年10⽉23⽇（⽔）18:30-20:00

⾼知会館 ３階 ⾶⿃の間

【テーマ】

「公衆衛⽣医師の確保に向けた⾃治体の取り組み」

【参加者】

⾃由集会：38名 意⾒交換会：34名

※世話⼈を含む。どちらか⼀⽅の会のみの参加者あり。

【概要】

� 各県の先進的な取組について紹介

• ⼈材マーケティング⼿法（リードジェネレーション）を⽤いて公衆衛

⽣分野に対する認知、関⼼を⾼める（⾹川県）

• 公衆衛⽣を目指す⼈同⼠の「ヒューマンネットワーク」等を活かし、

若⼿医師が安⼼して勤務、研鑽できる⼟壌を作る（島根県）

• WHO派遣を⽀援し、県として公衆衛⽣医師への期待を⽰すことを

通して、公衆衛⽣を目指す⼈へメッセージを送る（群⾺県）

� 公衆衛⽣医師確保の取組の担い⼿の苦労や悩みの共有の他、担

い⼿の育成の課題、都道府県間の連携の必要性等について全体

で討論

⺠間の医師就職活動イベント（レジナビフェア）での

公衆衛⽣医師確保等に関する広報活動

医学⽣、研修医等を対象とした就職活動イベントに厚⽣労働省・

全国保健所⻑会共催でブースを出展。

（1）令和元年6⽉9⽇（⽇） 東京ビッグサイト

対象：研修医（ブース来訪者 30名程度）

（2）令和元年6⽉23⽇（⽇） 幕張メッセ国際展⽰場

対象：医学⽣（70名弱）

（3）令和元年7⽉7⽇（⽇） インテックス⼤阪

対象：医学⽣（60名程度）

事業班で作成したリーフレット「公衆衛⽣医師として働いてみません

か」、パンフレット「公衆衛⽣医師募集 1億2000万⼈の⽣を衛る」

等を活⽤しながら、公衆衛⽣医師の業務、やりがい、魅⼒、採⽤情

報の収集⽅法等を説明し、来訪者の質問にも対応。

【来訪者の声】

• 都道府県等の⾃治体で働くという道があることが分かった。

• 公衆衛⽣医師と直接話すことで、保健所業務のイメージが湧いた。

• 公衆衛⽣活動に対する興味、関⼼が強くなった。

直接的な勧誘の機会となるだけでなく、公衆衛⽣活動や公衆衛⽣医師の存在や役割等につい

ての理解を広める機会としても非常に有効。

公衆衛⽣医師業務等の広報戦略の検討

・これまでの事業班でポスター、パンフレット(２種類)、リーフレット、動画(２本)を

作成してきたが、その中でそれぞれの⻑所・短所が⾒えてきた。

・今後、対象（⼀般・医学⽣・研修医など）を明確にし、それぞれにあった内容、

提供媒体（紙媒体・Webサイト・SNS・動画など）を再検討することにした。

・今年度内で再検討から広報媒体作成までをすべて⾏うのは困難なため、まずは

今年度内で広報内容（コンテンツ）の検討を進め、その内容をインターネット

媒体として掲載しつつ、来年度以降その内容から抜粋して紙媒体等へ活⽤して

いく⽅針とした。

・⼀⽅で、情報を対象にリーチさせる⼿法についてはこれまで⼗分な検討がされて

こなかった。これは内容や提供媒体の検討のみでは解決できない課題であり、

⽅法によっては多額の負担が必要となることから、今後別途検討が必要。

・今後、全国保健所⻑会の広報担当とも連携・調整を進める予定。

16

16

まとめ

○公衆衛⽣医師の確保のため、医学⽣や研修医・臨床医に公衆

衛⽣医師の意義や活動をアピールするための広報活動が重要である。

○広報活動として、サマーセミナーや⾃由集会等の機会や、就活

イベント等の機会を活⽤するとともに、医学⽣向けの講義や実習の

機会等も活⽤して広くアピールを進める必要がある。

○今後、公衆衛⽣医師の確保を目的とした広報戦略について

再検討を⾏い、それに沿った具体的な取り組みを進める必要がある。

○公衆衛⽣医師の育成のため、社会医学系専門医制度を有効に

活⽤する⼀⽅で、今後⾏政医師が目指すべき能⼒や求められる

能⼒を取りまとめ、サブスペシャリティとして明確化する必要がある。
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分担事業者・事業協力者・助言者・事務局 一覧 
【分担事業者】 
   宮園 将哉   大阪府寝屋川保健所 
【事業協力者】 
   山本 長史   北海道岩見沢（兼）滝川保健所 
   村松 司    北海道網走保健所 
   小谷 尚克   福島県会津保健所（兼）南会津保健所 
   早川 貴裕   栃木県県南健康福祉センター 
   武智 浩之   群馬県渋川保健所（兼）吾妻保健所 
   西垣 明子   長野県松本保健所（兼）木曽保健所 
   山本 光昭   中央区保健所 
   播磨あかね   東京都西多摩保健所 
   高橋 千香   大田区保健所 
   松本 星保   目黒区碑文谷保健センター 
   古川 大祐   愛知県健康福祉部 
   木原木綿子   愛知県知多保健所 
   谷掛 千里   大阪府茨木保健所 
   白井 千香   枚方市保健所 
   村下 伯    島根県浜田保健所 
   藤川 愛    高松市保健所 
   廣瀬 浩美   愛媛県今治保健所 
   木村 竜太   福岡県田川保健福祉事務所 
   宗 陽子    長崎県県央保健所 
   西田 敏秀   宮崎市保健所 
   吉田 穂波   神奈川県立保健福祉大学 
   内田 勝彦   全国保健所長会・学術（大分県東部保健所） 
   永井 仁美   全国保健所長会・学術（大阪府富田林保健所） 
   前田 光哉   全国衛生部長会（神奈川県健康医療局） 
   尾島 俊之   社会医学系専門医協会・理事（浜松医科大学） 
【助言者】 
   主藤 秀幸   厚生労働省健康課地域保健室 
   中村 洋心   厚生労働省健康課地域保健室 
   藤野 綾太   厚生労働省健康課地域保健室 
   曽根 智史   国立保健医療科学院 
   宇田 英典   社会医学系専門医協会・理事長（地域医療振興協会） 
   山中 朋子   全国保健所長会・会長（青森県弘前保健所） 
   宮﨑 親    全国保健所長会・副会長（福岡県北筑後保健所） 
【事務局】 
   若井 友美   日本公衆衛生協会 
   斉藤 有子   日本公衆衛生協会 
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